
鶴岡市の障害児の療育・教育

鶴岡市健康福祉部福祉課

資料 ４
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3歳児健康診査では要指導・要観察等の子どもが48.5％に

なっています。 【健康課】

・乳幼児健康診査実施状況（平成28年度）

・発達の遅れや疾病を早期に発見するため、乳幼児健診や健康相談を実施しています。

3歳児健康診査の検査項目：身体計測、尿検査、視力検査、聴力検査、精神発達検査

月 齢
受診児
総数(人)

受診率

(%)

指導区分別実人員(人)

有所⾒率

(%)
問題なし 要指導 要観察

要精密
検査

要治療・治

療中

4か月児 847 98.6 604 17 58 52 116 28.7

7か月児 881 98.8 677 18 74 27 85 23.2

1歳6か月児 907 98.8 611 26 150 28 92 32.6

3歳児 893 98.1 460 62 172 135 64 48.5
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検診や相談でことばの発達やコミュニケーションに課題のある
幼児と家族を対象に、言語発達相談を実施しています。

乳幼児健康相談実施状況の推移

言語発達相談実施状況推移

○相談から子ども家庭支援センター、児童相談所、医療療育センター、医療機関等
の専門機関につなげていく。

26年度 27年度 28年度

回数(回) 人数(人) 回数(回) 人数(人) 回数(回) 人数(人)

定期育児相談 544 4,335 591 3,893 580 3,980

不定期育児相談 － 1,249 － 1,233 － 1,380

電話相談（件） 2,992 2,938 2,173

26年度 27年度 28年度

回数 人 数 回数 人 数 回数 人 数

8 実42 延52 8 実42 延50 8 実45 延56

※対象は乳幼児健診や相談において、ことばの発達やコミュニケーションに課題のある幼児とその家族、育児不安
のある母とその子ども等を対象に実施。
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子ども家庭支援センターでは、センターを中核に地域子育て支援センターと連携し、育児に関する不安や悩

みなどの相談、各地区の育児サークル支援、保育園での育児講座等の各種事業を行い、子育て家庭の支援
を行っています。

乳幼児発達支援事業

・発達相談（月１回）

・各種研修会

・巡回訪問研修

自閉症児や気になる子の保育について、障害特性に基づいた支援が

見いだされるように、臨床心理士より研修を受け、その研修を土台にし

て、他園の保育士も考え方を学び、支援の有り方が広く周知され、それ

ぞれの園に生かせるようになる。

・園訪問

子ども家庭支援センターの臨床心理士の資格を持った保育士が、園を訪問し、特性に合わせた支援を検討し、問題の

整理などを行う。

・発達支援部会

発達障害児や気になる行動を見せる児を担当する各園の保育士が、障害の理解や障害児の行動、その指導方法につ

いて、事例による検討や当事者の話、支援に必要が考え方を研修的に学ぶ。

子ども家庭支援センターでは、子育て支援のほか、

発達障害に関する相談を受けたり、指導助言を行っています。

施設 巡回相談・訪問回数

公立保育園（６園） ３８回（４園）

民間保育園（３４園） １１６回（２８園）

幼稚園（８園） ２１回（６園）

Ｈ２８年度実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計
発達相談 5 5 6 8 6 5 9 4 1 4 6 59
発達相談以外の来所相談 6 13 3 13 12 11 7 8 2 3 7 8 93

計 6 18 8 19 20 17 12 17 6 4 11 14 152

Ｈ２８年度実績障害児関連事業
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庄内児童相談所では乳幼児健康診査後の精密健康診査、
障害児保育実施保育園への相談援助を行っています。

・精神発達精密健康診査事業

市町村が実施する１歳６か月及び３歳児健康診査の結果、精神発達の遅れが疑われる児童につ
いて、精密健康診査を実施し、必要に応じて事後指導する

実施件数 平成２７年度 １歳６か月 ０件、３歳児 ８件、事後指導 ４件

児童福祉法１０条３項に基づく検査 ２３件 ・・・計３５件

平成２８年度 １歳６か月 ０件、３歳児 １７件、事後指導 １件

児童福祉法１０条３項に基づく検査 １７件 ・・・計３５件

・障害児保育等支援事業（県単費）

障害児小規模通園施設や障害児保育実施保育園及び幼稚園の希望により、これらの施設を訪問
し、心身障害に関する相談援助を行う

訪問援助 平成２７年度 実施なし

平成２８年度 実施なし

※障害児保育等支援事業については、市（子ども家庭支援センター）が「乳幼児発達支援事業」で
園訪問を行っているため、児童相談所で出向く件数が少なくなっている。
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こども医療療育センター庄内支所は専門的な療育・訓練を受
けることができる施設です。

こども医療療育センターでは肢体不自由児をはじめ、ことばや知的な発育に遅れ
のあるすべての障害児の通院による療育・訓練を実施しています。

１．診療科目は内科、整形外科（本所から）、小児科（本所から）、歯科（応援医師）

年間の受診者数 ５，８４７人

内科医１名、整形外科医１名（本所から）、小児科３名（本所から１名、応援医師

２名）、歯科医３名（応援医師）

２．リハビリテーションは理学療法、作業療法、言語療法

年間訓練者数 ６，０２６人（延人数）

理学療法士２名、作業療法士１名、言語聴覚士２名

鶴岡市重要要望事項（平成３０年）

‣ 「山形県立こころの医療センター」の隣接地に庄内児童相談所及び「こども医
療療育センター庄内支所を移転設置し、「庄内小児精神福祉医療センター（仮
称）」を整備すること。（発達障害に対応した専門的な療育・訓練の場）
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障害児を受け入れている保育園の状況

障害児保育を実施（加配対応等）している保育園等の数（４６施設中２８施設）

‣ 民間立施設 １６施設 ３６人

‣ 指定管理施設 ６施設 ４６人

‣ 公立施設 ６施設 ２６人 合計 ２８施設 １０８人（全体の2.7%）

総園児数 ３９８０人（平成２９年３月１日現在）

要支援児入園状況

支援が必要でも、加配対応等を受けていない児童もいる。

障害別内訳

注意：診断名でカウント（例：ＡＤＨＤ

と自閉症の診断の場合はＡＤ

ＨＤが１、自閉症が１）している

ため、要支援児数の総数と和

が違う。

※気になる子とは、会話が成立しにくい、落ち着きがない、かんしゃくを起こしやすい等、保育園などの

集団の中で見守りや個別対応を要する子どものことで、障害等の疑いのある子とは区別しています。

障害児保育の実施状況

平成27年度 平成28年度 平成29年度

障害別総数 147 159 171

発達障害 63 74 63

その他障害 41 29 36

気になる子※ 43 56 72

平成27年度 平成28年度 平成29年度

要支援児総数 138 150 153
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特別支援学級の設置状況及び対象者

小中学校における要支援児童・生徒の現状
①特別支援学級に在籍する児童・生徒数

小学校の児童数は少子化により急激な減少傾向にあり、平成２０年度は７，７１９人だった児童数が、今年度は６，０２８人と、
約２割減少していますが、特別支援学級の在籍児童数は増加傾向にあり、平成２０年度は６８人だった児童数が、今年度は１４
５人と２．１３倍となっています。中学校も同様の傾向がみられます。

②特別支援学級に在籍（通級）する児童・生徒数

参考：「つるおかの教育」（鶴岡市教育委員会発行）

小学校 中学校 合計

学級数 人数 学級数 人数 学級数 人数

知的障がい ２３ ６９ １０ ２９ ３３ ９８

自閉・情緒障がい ２４ ５９ １０ ２５ ３４ ８４

肢体不自由 １ １ ２ ２ ３ ３

病弱 ４ ４ ２ ２ ６ ６

難聴 １ １ １ １

言語通級 １０６ １０６

ＬＤ・ＡＤＨＤ通級 １８ １８

計 ５３ ２５８ ２４ ５８ ７７ ３１６
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特別支援学級に係る学校教育課の重点施策

• 個々の教育的ニーズに応じた特別支援教育と組織体制の充実

①専門家チームによる巡回相談の充実

ア）特別支援教育充実事業、教育相談と組織体制の充実

②特別支援教育に関する専門的指導者の養成と人材活用

ア）特別支援教育講座（ベーシック・初級・中級・上級）の実施

イ）特別支援コーディネーター連絡会の開催（年２回）

③特別支援教育に関わる校内委員会の機能強化と個別の支援体制の充実

ア）学校教育支援員の継続配置

イ）個別支援計画および指導計画に基づいた校内体制による適切な支援

④家庭との連携による将来を見据えた継続的な就学支援の充実

ア）個に対応した適正な就学支援の推進

イ）関係機関との連携による就学相談の実施

参考：「つるおかの教育」鶴岡市教育委員会発行9



特別支援教育の現状と課題

①特別支援学級在籍児童数の増加、通常学級における対象児童生徒数の増加に伴い、個
々のニーズに応じた支援の充実（校内体制の整備、教職員の指導力の向上）かつ、発達障
害等のある児童生徒を含めた集団としての力の向上。

②適正な就学支援を進めるために、保護者

や関係機関と早い段階から密に連携する。

・特に医療機関との連携

・６月と８月の「市就学相談会」 ※年長児保護者対象。

③行政各課の連携によるスムーズな引継ぎや必要な情報の共有。

④合理的配慮の提供と、それにむけての丁寧な話し合いによる合意形成。

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

特支学級

在籍数
145 164 181 199 192 218

通常学級

在籍数
10675 10378 10089 9853 9554 9281

全児童

生徒数
10820 10542 10270 10052 9746 9499

割合（％） 1.3 1.6 1.8 2.0 2.0 2.3

行政関係課との連携
「発達支援関係課連絡会」

・健康課、福祉課、子育て推進課、社会教育課、学校教育課の５課の連携により、発達障害等
について切れ目のない支援の実現を目指す。

参考：「つるおかの教育」鶴岡市教育委員会発行
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放課後児童クラブ（学童）の障害児受け入れ状況

放課後児童クラブの障害児受け入れの状況についてのアンケートを実施（Ｈ２９年８月）

→ ２１クラブ中１７クラブが回答

【アンケート結果より】

‣ 実利用者数 １２１５人（平成２９年８月現在）

１２施設 ３９人（全体の3.2%） うち、３５人が発達障害児。

障害児を受け入れている保育園の割合とほぼ一致している。

‣ 障害児以外で気になる子は、６１人（全体の5％）

‣ 障害児及び気になる子 １００人（全体の8.2％）

全体の８パーセントの児童に、何等かの配慮が必要な状況である。

・パニックを起こした時、クールダウンのために外へ連れ出したりすると、一人に対して指導員一人とられること。他の児童を残
りの指導員で見るのが大変。

・専用のスペースがないため、外へ行かなければならない。他と完全に遮断できる空間がないこと。

・職員の中での発達障害に対しての理解の違い。 ・障害に対するよりよい対応方法がわからない。

・他の児童の障害への理解をどのようにしていくのか ほか

障害児受入れの実施状況

診断名 知的障害
自閉症ス

ペクトラム
ＡＤＨＤ ＬＤ その他 不明 計

人数 4 20 7 3 0 5 39

障害のある児童に対応の中で、困っていること等

＜主な意見＞
●学校・家庭・学童・支援センター等の連携した対応の必要性を感じている。放課後等デイサービスとの関わりも課題。

●気になる子また発達障害についての専門の方に実際にクラブに来てもらい、子どもたちの様子や支援員との関わり
など指導をもらえる機会がほしい。
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障害児の進路として次のようなルートが想定されます

○小学校通常学級から養護学校中学部、中学校通常学級から養護学校高等部に進学
する子もまれにいる。
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鶴岡養護学校の在籍者と進路状況

卒業生の進路（高等部のみ）

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

全校
鶴岡市出身

者
全校

鶴岡市出身

者
全校

鶴岡市出身

者
全校

鶴岡市出身

者
全校

鶴岡市出身

者

就 職 6 4 3 0 1 1 4 3 2 1

就労移行支援 0 0 1 0 5 3 0 0 0 0

就労継続支援Ａ型 0 0 2 2 1 1 0 0 0 0

就労継続支援B型 9 6 6 5 0 0 5 5 6 6

自立訓練（生活訓練） 8 5 4 2 1 1 4 1 3 1

生 活 介 護 3 3 1 1 2 1 3 2 5 2

在宅 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0

その他 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

計 27 19 18 11 10 7 18 13 16 10

出身地別児童生徒数

鶴岡市 三川町 酒田市 庄内町 遊佐町 計

小学部
本校 36 1 0 3 0 40

訪問 2 0 0 0 0 2

中等部
本校 22 0 1 2 0 25

訪問 0 0 0 0 0 0

高等部
本校 35 1 4 4 0 44

訪問 0 0 0 0 0 0

計 95 2 5 9 0 111
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高等養護学校の入学者の推移

出身地別生徒数

Ｈ28年度 性別
鶴岡・田川

酒田・飽海 新庄・最上 合計
鶴岡市 庄内町 三川町 小計

男 17 1 0 18 6 6 30

女 5 2 1 8 7 1 16

計 22 3 1 26 13 7 46

鶴岡高等養護学校の在籍者と進路先

卒業生の進路

卒業者数
障害者雇用

による就労

福祉就労

（就労A含む） 自宅等 主な進路先

H24年度 18 14 4 0

山形航空電子㈱ ㈲エプソンスワン ㈱月見ホテルイン酒田 (福)一幸会 特別養護老人ホーム池幸園 ㈱ユニオン ㈱佐徳 ㈱庄交コー

ポレーションパントーネ (福)鶴岡市社協 老人デイサービスセンターふれあい 新潟エア・ウォーター㈱庄内営業所/メディカルセンター庄内

㈱ヤマザワ宝田店 ㈱新庄エレメックス 生活協同組合共立社COOPなかのくちセンター ㈱創栄栄助寿し新庄北店 ㈱スリーエム (特非)

福祉サポートセンター山形JuJu・マルシェ ㈱羽黒山ぶしいたけファーム ㈱託人会就労支援施設みなみ (福)友愛の里障がい福祉サービ

ス事業所友愛園

H25年度 18 16 2 0

丸善食品工業㈱鶴岡工場 山形オートリサイクルセンター㈱ そば処三浦屋 (福)さくら福祉会特別養護老人ホームさくらホーム広野 マッ

クスバリュ東北㈱遊佐エルパ店 (医)みつわ会老人保健施設のぞみの園 (一社)鶴岡地区医師会介護老人保健施設みずばしょう ㈱サン

ファミリー 竹本産業㈱ つかさや旅館 (福)あつみ福祉会 特別養護老人ホーム温寿荘 ヨークベニマル㈱新庄下田店 日本郵便㈱鶴岡

郵便局 (福)新寿会特別養護老人ホーム新寿荘 (医)清明会介護老人保健施設エーデルワイス あっとほーむキャット遊佐㈲キャットハン

ドサービス ㈱羽黒山ぶしいたけファーム ユニオンソーシャルシステム㈱

H 26年度 19 12 6 1

㈱アライドテック 東部鋼工 ㈱協同電子工業 ㈱マルハチ ㈱カキザキ ニューグランドホテル 旬菓処福田屋 (大)山形大学農学部付属

やまがたフィールド科学センター 山形航空電子㈱ 王様の焼肉㈱王様の焼肉くろぬま山形店 (福)新庄かつろく会介護老人保健施設新

庄薬師園 ㈲エプソンスワン ㈱トー屋本部精肉センター ㈱羽黒山ぶしいたけファーム (福)いなほの会さくらが丘 (福)酒田市あすなろ福

祉会障がい福祉サービス事業所あすなろ (福)恵泉会 鶴岡市立愛光園 (福)庄内町社会福祉協議会障害者多機能型施設 ひまわり園

(福)光風会たぶの木

H27年度 21 18 3 0

㈱池田オートサービス 第一産業機械㈱手打ちそば 草介 生活協同組合共立社 千石センター YF.Denso カッパ・クリエイト㈱かっぱ寿司

鶴岡店 山形企画㈱ ロイヤルネットワーク㈱リネンサプライ山形工場 ㈱庄交コーポレーション庄内物産館ふるさと本舗 ㈱協同電子工業

㈲トレーディング・メタル ㈱ドン・キホーテ ル・パーク三川店 庄内環境衛生事業㈱ アークランドサカモト㈱ホームセンタームサシ鶴岡店

生活協同組合共立社コープあおやぎ ㈱トー屋総菜センター (福)鶴岡市社会福祉協議会鶴岡市高齢者福祉センターおおやま 丸善食品

工業㈱鶴岡工場 マックスバリュ東北㈱マックスバリュあつみ店 (特非）福祉サポートセンター山形JuJu・マルシェ (特非)もがみ福祉ネット

障がい者多機能型事業所スマッシュ長沢 (福)月山福祉会 障害者福祉サービス事業作業所月山

H28 年度 14 11 3 0

㈱ゲオ酒田バイパス店 (医)社団みつわ会老人保健施設のぞみの園 ㈲佐藤クリーニング ㈱ヨークベニマル新庄下田店 ㈱萬国屋あつ

み温泉萬国屋 ㈱宮島屋旅館愉海亭みやじま 日清医療食品㈱仙台支店 ㈱山形飛鳥㈲エプソンスワン (一社)山形県ビルメンテナンス

協会 クリーンサービス㈱ 農業仁助屋 ㈱ライジングサポートシャイニー新庄升形 (福)酒田市あすなろ福祉会障がい者支援事業所あす

なろ NPO法人やすらぎの会きらり宝町
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